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平成 27 年度事業報告
第１号議案

　平成27年度は、滋賀労働局が定めた重点施策「人口減少化に対応する人材力の強化」「安心して
将来に希望を持って働くことのできる環境整備」「女性の活躍促進と両立支援」の趣旨に沿って、
各種事業を運営してきました。
　労働条件の確保改善については、「新規起業事業場・介護事業場就労環境整備事業」を実施する
とともに、長時間労働の抑制、最低賃金の順守、仕事と生活の調和などの普及啓発に努めました。
　労働者の安全と健康の確保については、「第12次労働災害防止推進計画」の３年度に当たり、
「年間死亡者数を９人以下とする、平成29年度までに休業４日以上の年間死傷者数を1,250人以下と
する」の目標に向けて、滋賀労働局が推進する労働災害防止対策の周知、広報に努めました。平成
27年の死亡者数は８人でしたが、死傷者数は1,359人と３年連続して減少したものの、目標の達成に
は至っていません。
　「滋賀地方安全衛生大会」は、災害防止団体と共催して753名の参加で開催しました。また、「滋
賀県産業安全の日無災害運動」の取り組みは２年目で、参加は470事業場と大幅に増加しました。各
支部においては、全国安全週間・全国労働衛生週間にはそれぞれ説明会を開催するなど、安全衛生
意識の高揚を図る取り組みを行いました。また、労働衛生管理研修会や腰痛予防対策講習会を実施
しました。
　本部が実施した技能講習・特別教育等の受講者は5,289名で、前年度より89名減少（−1.6％）し、
５年前に比べて427名減少（−7.5％）しました。一方、各支部が実施した特別教育等の受講者は
2,444名で、191名増加（＋8.4％）しました。
　彦根支部と長浜支部は、平成26年8月に組織問題検討委員会を設置し、６回の会議を経て、平成29
年４月１日付けで統合することで合意しました。これを受けて、第４回理事会で彦根支部と長浜支
部の統合が決議されました。
　当協会は公益社団法人として、広く県民のために各種事業を運営してきました。この間、滋賀労
働局・各労働基準監督署のご指導、並びに会員各位のご支援、ご協力にお礼申し上げます。

Ⅰ．総会・理事会の開催

１．第 1回理事会
	 ６月２日（火）　　琵琶湖ホテル

２．定時総会及び第２回理事会
	 ６月 17 日（水）　　琵琶湖ホテル

３．第３回理事会
	 11 月 12 日（木）　　琵琶湖ホテル

４．第４回理事会
	 ３月 17 日（木）　　琵琶湖ホテル



- 3 -

Ⅱ．会員の状況

区　分　　　　　支　部 大 津 彦 根 長 浜 東 近 江 合 計
平成 27 年４月１日現在 511 233 198 483 1,425
新 規 加 入 ４ １ ３ ８ 16
退 会 11 ５ ０ ２ 18
平成 28 年３月 31 日現在 504 229 201 489 1,423
う ち 本 部 会 員 486 212 184 456 1,338

（本部会員とは本部総会への出席と議決権の行使が認められる者）

Ⅲ．一般労働条件の確保・改善対策

１．新規起業事業場就業環境整備事業　　　【公益事業】
	 �　新規起業事業場においては就業環境をめぐるトラブルが懸念されることから、基本

的な労務管理・安全衛生管理に関する指導・援助を行った。
	 ア　就業環境整備セミナー　　11 月 12 日（木）　受講者　８名
	 イ　個別支援　　７事業場
２．介護事業場就労環境整備事業　　　【公益事業】

	� 　介護作業従事者の処遇改善が大きな社会問題であることから、基本的な労務管理・
安全衛生管理に関する指導・援助を行った。

	 ア　就労環境整備セミナー　　11 月 12 日（木）　受講者　８名
	 イ　個別支援　　５事業場

Ⅳ．労働者の安全と健康確保対策

１．滋賀地方安全衛生大会　　　【公益事業】
―心とからだの滋賀健康まつり―
日　時	 10 月８日（木）
場　所	 近江八幡市文化会館
次　第
	 ・式　典
	 ・表　彰
	 ・安全衛生活動事例発表
	 　「危険敢行性、危険感受性に着目した安全教育の実践」
	 ＴＯＴＯ株式会社　滋賀工場
	 安全環境Ｇ　片岡　照彦　氏
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	 ・特別講演
	 　「国境を越える感染症」から身を守る会社を守る
	 　～ＭＥＲＳ／デング熱・インフルエンザ～
	 関西福祉大学教授
	 ドクトル外交官ＯＢ　勝田　吉彰 氏

心とからだの滋賀健康まつり
	 ・ＴＨＰ体験コーナー
	 ・安全衛生相談コーナー
	 ・安全衛生用品展示コーナー

参加者数

区　　　分 参加者数
大 津 支 部 197
彦 根 支 部 118
長 浜 支 部 97
東 近 江 支 部 263
災防団体その他 78
合　　　計 753

２．労働安全衛生活動に係る協会長表彰　　　【共益事業】
	 事業場表彰

支 部 事　業　場　名

大 津
伸和 ( 株 )

日本メンテナスエンジニヤリング ( 株 )　琵琶湖事業所

彦 根
廣瀬バルブ工業 ( 株 )

( 株 ) 惣田製作所

長 浜
髙橋金属 ( 株 )

公益財団法人鉄道総合技術研究所　風洞技術センター

東近江

( 株 ) 目片鉄工所

王子エフテックス ( 株 )　滋賀工場

( 株 ) サン機工
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個人表彰

氏　　名 所　属　・　役　職

岡田　博夫 岡田労働安全衛生コンサルタント事務所　所長

３．「滋賀県産業安全の日」（11 月 15 日）の実施　　　【公益事業】
	 ア．広報
	 　・滋賀労基で周知　1,600 部
	 イ．実施状況
	 　・横断幕の作製・掲示　85 か所
	 　・無災害運動への参加　470 事業場　　
	 　・支部役員事業場による安全パトロール
	 　・啓発ちらしの配付、支部長名による取り組みの要請

４．腰痛予防対策講習会　　　　【公益事業】
	� 　急速な高齢化に伴って看護・介護作業従事者が増大している保健衛生業の事業場を

対象に、「腰痛予防対策指針」の普及促進を図るための講習会を実施した。
	 　・病院・診療所向け　　12 月７日（月）午前　　受講者　21 名
	 　・社会福祉施設向け　　12 月７日（月）午後　　受講者　43 名

５．労働衛生管理研修会・メンタルヘルス対策セミナーの開催　　　【公益事業】
	 日　時	 ２月 22 日（月）

	 場　所	 滋賀労働基準協会 研修室

	 第１部	 労働衛生管理研修会

		  「会社の健康診断と人間ドックの有用性をさらに高めるには」

		  大阪医科大学放射線科　非常勤講師　産業医　辰　吉光　氏

	 第２部	 メンタルヘルス対策セミナー　　【産業保健総合支援センター事業】

		  「労災リスク・訴訟リスクを防ぐためのメンタルヘルスマネジメント」

		  滋賀産業保健総合支援センター

			   メンタルヘルス対策促進員　竹田　典子　氏

	 参加者	 44 名

６．中小企業無災害記録証授与制度　　　【公益事業】
	� 　経営者、従業員が一丸となって安全衛生活動を進め、無災害記録を達成した４事業

場に無災害記録証が授与されました。
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講　習　名 実施回数 受講者数 修了者数 修了率（％）

フ ォ ー ク リ フ ト 運 転 17 750 739 98.5

ガ ス 溶 接 9 542 528 97.4

乾 燥 設 備 作 業 主 任 者 3 229 228 99.6

プ レ ス 機 械 作 業 主 任 者 2 145 144 99.3

有 機 溶 剤 作 業 主 任 者 9 770 758 98.4

特定化学物質・四アルキル鉛等作業主任者 6 486 485 99.8

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者 6 358 357 99.7

石 綿 作 業 主 任 者 1 53 53 100.0

合 計
（前年度）

53 3,333 3,292 98.8

54 3,463 3,408 98.0

２．特別教育等　　　【公益事業】	 （非会員の受講率　19.2％）

教育研修名 実施回数 受講者数
職 長 教 育 6 108
職 長 ＋ 安 全 責 任 者 教 育 6 151
ア ー ク 溶 接 12 309
機 械 研 削 と い し 1 46
産 業 用 ロ ボ ッ ト 3 155
粉 じ ん 作 業 1 60
フ ォ ー ク リ フ ト 運 転 安 全 教 育 8 410
局 所 排 気 装 置 検 査 者 養 成 講 習 1 42
ゼ ロ 災 リ ー ダ ー 4 164
安 全 管 理 者 選 任 時 研 修 5 232
安 全 管 理 者 能 力 向 上 教 育 1 48
安 全 衛 生 推 進 者 養 成 講 習 1 42
経 営 者 安 全 衛 生 セ ミ ナ ー 2 3
衛 生 管 理 者 受 験 準 備 講 習 4 186

合 計
（前年度）

55 1,956
52 1,915

Ⅴ．本部が実施した技能講習・特別教育等

１．技能講習　　　【公益事業】	 （非会員の受講率　33.8％）
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Ⅵ．支部の活動状況

１．特別教育等　　　【公益事業】	 （非会員の受講率　9.9％）

教育・研修
大　津 彦　根 長　浜 東近江 合　計

回数 受講者 回数 受講者 回数 受講者 回数 受講者 回数 受講者

自 由 研 削 と い し 2 112 1 60 1 68 4 240

プ レ ス 金 型 1 40 1 81 1 33 3 154

低 圧 電 気 1 94 2 169 1 101 4 364

第 ２ 種 酸 素 欠 乏 1 19 1 19

第一種衛生管理者能力向上 1 44 1 44

有機溶剤主任者能力向上 1 56 1 56

特化作業主任者能力向上 1 29 1 29

安 全 衛 生 推 進 者 養 成 2 138 1 44 1 27 4 209

新 入 者 安 全 衛 生 教 育 1 103 1 109 1 88 1 153 4 453

職 長 教 育 5 202 3 118 5 271 13 591

リスクアセスメント 1 71 1 69 1 31 1 76 4 247

ゼロ災リーダー研修 1 23 1 23

丸のこ盤取扱い教育 1 15 1 15

合 計
（ 前 年 度 ）

12 706 12 668 7 341 11 729 42 2,444

10 643 11 550 9 317 11 743 41 2,253

２．説明会・研修会　　　【公益事業】

説 明 会・ 研 修 会
大津 彦根 長浜 東近江 合計

回数 参加者 回数 参加者 回数 参加者 回数 参加者 回数 参加者

安 全 週 間 説 明 会 1 144 1 113 1 115 1 211 4 583

労働衛生週間説明会 1 144 1 96 1 97 1 187 4 524

労 務 部 会 研 修 会 1 67 1 102 1 85 3 254

第一線監督者研修会 1 60 1 60

合 計
（ 前 年 度 ）

3 355 4 371 2 212 3 483 12 1,421

3 390 4 390 2 221 3 480 12 1,481
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３．その他の行事　　　【共益事業】

その他の行事
大　津 彦　根 長　浜 東近江 合　計

回数 参加者 回数 参加者 回数 参加者 回数 参加者 回数 参加者

優良事業場見学研修会 1 39 1 24 1 64 1 34 4 161

プレス災防協見学研修会 1 10 1 16 1 22 3 48

無災害記録授与講演 1 45 1 45

合 計 1 39 2 34 3 125 2 56 8 254

４．集合健康診断の実施　　　【収益事業】

５．各種図書用品のあっせん　　　【収益事業】

６．無災害表彰の実施　　　【共益事業】

７．会員相互の連携及び情報交換　　　【共益事業】

Ⅶ．滋賀地区出張特別試験の実施　　　【公益事業】

	 日　時　　８月４日（火）
	 場　所　　立命館大学　びわこ・くさつキャンパス

区　分 受験者数 合格者数 合格率（％）

第 一 種 衛 生 管 理 者 405 244 60.2

第 二 種 衛 生 管 理 者 160 109 68.1

潜 水 士 47 46 97.9

一 級 ボ イ ラ ー 技 士 19 9 47.4

二 級 ボ イ ラ ー 技 士 155 90 58.1

ボ イ ラ ー 整 備 士 13 11 84.6
クレーン・デリック運転手
（ ク レ ー ン 限 定 ）

16 12 75.0

移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士 7 6 85.7

合 計 822 527 64.1
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Ⅹ．広報活動　　　【公益事業】

	 1．機関誌「滋賀労基」の発行
		  通巻 751 号（平成 28 年３月号）
	 2．ホームページによる広報

Ⅷ．平成 27 年度全国産業安全衛生大会への参加　　　【公益事業】

	 10 月 28 日～ 10 月 30 日までの 3日間
	 開催地　　名古屋市　愛知県体育館ほか
	 参加者　　12,429 名 ( 滋賀県から 128 名 )

Ⅸ．プレス機械特定自主検査（事業場内検査）　　　【収益事業】

支部　　
区分 事業内検査標章頒布状況

事業場数 10 ｔ以上 10 ｔ未満

大 津 6 66 3

彦 根 0 0 0

長 浜 1 0 4

東 近 江 1 0 1

合 計 8 66 8
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